第三者評価結果報告書

	総　括

	対象事業所名
	横浜市大曽根保育園

	経営主体(法人等)
	横浜市

	対象サービス
	保育所

	事業所住所
	〒222-0003　

横浜市港北区大曽根　2-5-1

	設立年月日
	昭和31年４月１日

	評価実施期間
	平成23年10月19日～平成2４年３月３１日

	公表年月
	平成2４年３月３１日

	評価機関名
	コモンズ２１研究所

	総合評価（優れている点、独自に取り組んでいる点、改善すべき事項等）

	＜園の概要・特徴＞

横浜市立大曽根保育園は、東横線大倉山駅から徒歩10分の住宅地にあります。周辺には大倉山公園、文化財の大倉山記念館があり、子どもたちは梅林や四季の自然を楽しんでいます。横浜市立の認可保育園で昭和31年4月に設立され、開園後54年を経過し地域に溶け込み、温かい交流があります。在籍数66名（定員数66名）の小規模園で、古い樹木のある園庭、平屋の園舎を持つ家庭的な保育園です。特別保育として、障がい児保育や地域の子育て支援を行っています。「元気に遊ぶ子・やる気のある子・やさしい子」を園目標に、自分を好きになり、友達も好きになれる思いやりの気持ちを育てています。

＜特に優れている点＞

１．主体性を育む保育環境向上への取り組み

運営方針に「安全で魅力的な環境を整える」を挙げ、園内外の保育環境の見直しに取り組んでいます。

昨年度は、玩具を整理し、園にある玩具それぞれの特徴を記した「おもちゃのカタログ」を作り、季節や子どもの発達に応じた活用を容易にしました。今年度は、保育室内の環境整備に取り組み、机・椅子・戸棚の位置、コーナー、押入れ下の有効活用、壁面の使い方、美的な場所づくり、またメンテナンス必要箇所等の見直しを行いました。見直し結果をもとに、子どもが生活しやすい動線、主体的な活動ができる配置や使い方について全職員で知恵を絞り、各クラス、季節や活動ごとに、写真入りのＡ３版大の「室内環境レイアウト」を作成しました。「室内環境レイアウト」を活用して、半年、子どもたちが、一層落ち着いて遊びこむ姿が見られ、また片づけが身につくなどの効果も見られました。また、保護者の協力を得て、古いスノコを再利用し、テーブル４個と椅子８脚を制作して園庭に設置しました。子ども達がゆっくりと遊べる場となり、保護者とも連携して一層の保育環境向上に取り組んでいます。

２．社会性の発達を促す取り組み

①計画的な異年齢保育
年齢を超えて、友達関係を広げ愛情や信頼関係を持つことをねらいにした年間計画を立て、合同保育の際には保育室のレイアウトを変えるなど、計画的な異年齢保育を行っています。計画では年間を４期に分け、期のねらいに沿い「行事」、「活動」、「伝承遊び」、「歌」の項目を設け、具体的な取り組みを示しています。「行事」では、運動会や秋の遠足、お楽しみ会で、一緒に活動する中で、異年齢混合グループ内などの友達への親しみを深めています。「伝承遊び」やリズム遊びでは、自分を表現しながら、同じ目的を持って活動することを楽しんでいます。

活動の中で、年少児は年長の子どもから刺激を受けて興味をふくらませ、年長児は生活や遊びを主体的に進め優しさを育むなど、子ども達の関係性が育っています。いつも引っ込み思案な子どもが、年下の子どもに交じって頑張っていたり、いつも譲らない子が譲ってあげたりと、子ども達一人ひとりに発達が見られます。

異年齢児とのかかわりを通して、憧れや意欲、優しい気持ちを育んでいます。

②積極的な地域交流

地域のボランティア「萌の会」による、毎月の絵本の読み聞かせや紙芝居、お話の活動が10年以上続いています。また、園児たちが焼いた芋掘りのお芋で作ったスイートポテトを近隣に届け、近隣住民からは柿や七夕の笹、絵本等をもらうなど、園設立以来長い歴史を経て培われた、地域とのほのぼのとした交流があります。

近隣園とは、乳児が一緒に園庭での遊びを楽しみ、幼児がマツボックリでツリーを作る製作活動を一緒に行うなど、日常的に互いに訪問しあって交流しています。

また、100名以上の園児が集う、近隣４園合同のドッジボール大会にも参加しています。

近くの大倉山公園で催される観梅会では、近隣園と共に毎年子ども達が歌や踊りを行い、今年はソーラン節を舞台で披露するなど、地域の自然や文化を体験しています。様々な、交流活動で子ども達は視野や経験を広げています。

＜改善を期待したい点＞

１．苦情や事故の情報蓄積を

苦情・要望・トラブルについて、また事故についての情報が、ミーティング記録や日誌に分散して記録されています。

今後の対応の参考にするため、また更なるサービスの向上を図るため、苦情などの情報、大小の事故の情報をそれぞれまとめて記録し、蓄積した情報を傾向の分析、検討などに役立てることが望まれます。

２．保育方針への保護者の理解度の把握を

園の理念や保育方針、園目標などについては、掲示や懇談会等での説明など、折に触れて保護者への周知を図っていますが、それがどの程度理解されているかの把握には至っていません。

更なる保護者との信頼関係構築、また連携のため、園の保育の基本方針への保護者の理解度を把握する取り組みが望まれます。



	評価領域ごとの特記事項

	1.人権の尊重
	・「すべての子どもたちが自分をかけがえのない存在と感じ、自信を持って生きていかれるよう保育を実施する」という理念を定め、利用者本人を尊重しています。保育士は、子どもへの日々の言葉掛け、子どもへの視点、指導計画、集団への保育などを通して、一人ひとりをかけがえのない子どもと認識する保育を実践しています。

・職員は区の人権研修を受講し、子どもの人格の尊重を意識して保育に取り組み、園長、主任は、職員の不適切な発言があった場合には、注意を促しています。

・玄関横の長椅子のある絵本コーナーや各クラスの遊びのコーナー、布団収納の下など、友達や保育士の視線を意識せず過ごせる場所を設けています。
・守秘義務については、横浜市職員服務規程の中に記載され、職員は入職時に研修を受けています。ボランティアや実習生には、それぞれオリエンテーションで守秘義務に関することを明記した書類を配付し説明しています。


	2.意向の尊重と自立生活への支援に向けたサービス提供
	・遊びの室内環境について昨年度から園内研修を行い、子どもが興味を持ち、主体的に遊べる環境について計画的に検討を続けています。ブロックや絵本、ままごとなどの玩具は、子どもが自分で取出し、また片付けやすいよう写真や絵を貼って収納し、玩具に興味を持ち取り出して遊べるよう配慮されています。

・子どもたちは散歩マップを見ながら話し合い、ログハウスや見晴らしの丘公園などに散歩に出かけています。商店街を見学したり、年長児は地域の野菜直売所に給食の食材を買いに行きます。また、近くの土手ではシロツメクサで首飾りを作ったり、梅林公園ではカエルの卵をとって育てるなど、自然に触れる体験をしています。
・4歳児からは、グループから1人お当番が出て、順番でご飯やみそ汁、おかずの並べ方に注意して配膳を手伝います。また、食育年間計画を作成し、栽培を通して食材への関心を、調理に関わることで健康と食べ物についての関係への関心を促しています。幼児はトウモロコシの皮むき、インゲンのスジ取りなどを行っています。

・散歩や午睡の前には、トイレを済ませるように、子ども達全体にむけて、声をかけることがあります。また、発達に応じた排泄リズムに合わせ個別の対応をしています。


	3.サービスマネジメントシステムの確立
	・横浜市の看護師が作成した保健計画があり、登園時の観察ポイントを明記した「健康観察」をもとに子どもの全身状態を観察しています。また、送迎時の保護者からの話しや連絡帳で情報を把握し、個々の子どもの健康状態に配慮しています。

・職員は採用時に「マニュアル類」について園長から説明を受け、内容を共有しています。また、年1回、調理員や保育士が衛生研修を受講し、職員会議やカリキュラム会議で研修内容について確認し周知しています。

・園内外の安全に関する安全保育マニュアル、災害に対応する防災マニュアルがあり、防災組織図のもとに安全体制を整えています。また、災害に対応する緊急連絡体制は「事故発生時の対応」と「緊急時連絡施設」に連絡先を記載し、避難場所や避難方法を明記して職員に周知しています。

・特に配慮を要する子どもについては、必要に応じて主担任を決め、個別のケースについて、問題解決の手段も含めて全職員による話し合いを行い、記録を残しています。また、乳児会議・幼児会議においても、必要な情報を交換し、子どもへの対応について話し合い、保育に活かしています。


	4.地域との交流・連携
	・子育て支援事業は保育課程内にも位置づけ、年度末に全職員で、次年度の地域への子育て支援サービスの検討と計画作成を行っています。園庭開放、ランチ交流、水遊び、泥んこ遊び、リズム遊び等の交流保育や育児講座を実施し、地域の乳幼児と保護者に参加を呼び掛けています。
・毎週水曜日の午前中に園庭開放を行っており、その際に育児相談に応じています。電話での相談や園見学の問い合わせには、開園中、常時対応しています。また、園で開催する子育て支援のイベントの情報や、子育て情報のパンフレット等を提供しています。
・地域の自治会館利用者サークルの太極拳グループと、コマやけん玉等の伝承遊びで交流しています。地域住民からは、使用しなくなった絵本や積木、育児書、未使用の折り紙・サッカーボール、タオルなどの提供を受けるなど、地域に愛されていることを職員たちは実感しています。

・利用希望者からの電話では、「何名入れるか、保育時間帯、ねらい・目標、

生活内容、行事など」が主に聞かれる内容です。園の情報を記載したリーフレットを用意し、電話にどの職員が出ても問い合わせに対応できるようにしています。

・ボランティアには終了する際に感想の提出を受けています。「絵本の順

番などでけんかが起きている場面も見られ、うまく折り合いをつけながら関わっていくことが出来ない」などのボランティアの感想は、職員の保育の見直しの参考にもしています。


	5.運営上の透明性の確保と継続性
	・保育環境ＩＳＯ担当を決め、ごみ減量化等環境保全について園全体で取り組んでいます。保育におけるエコ計画書を作り、各クラスと調理室でそれぞれ目的、子どもの活動、配慮点を挙げて活動しています。園内には「燃えるごみ・プラスチック・紙ごみ」と分けられたごみ入れを設置しています。
・古いスノコを再利用して保護者と一緒にテーブル４個椅子８脚を制作し、園庭に置き、子どもたちがベンチとして、ままごと遊びなどで利用しています。また、保護者から提供された古布で各自の縄跳びを園児が編むなど、資源の再利用で子どもの生活や遊びに潤いを与えています。
・冷暖房のスイッチをこまめに切るなど節電に取り組み、昨年度比20％の消費電力量削減を図っています。ゴーヤを栽培し、日よけと緑化に努めています。
・待機児童対策では、２４年度に予定の耐震工事の中に、園児受け入れの拡大ができるような計画でお願いしています。工事の予定については保護者会役員会、クラス懇談会にて保護者に周知しています。今後は、２４年度になり、内容が確定したら、改めて説明する予定です。

・主任クラスの職員に、区で行う主任研修への参加を促し、受講後には園の研修係りとして研修企画や実施を担当するなど、実践による人材育成に努めています。


	6.職員の資質向上の促進
	・横浜市作成の「保育所職員としての人材育成目標」があり、初任、中堅、主任クラスに分け、それぞれの階層での「保育者としての姿」「利用者が求める姿」「主な業務」「指導のポイント」「職員育成研修」の目標が、明記されています。これをもとに個々の職員が自己申告書に目標や課題を設定しています。また、園長による年3回の面談で、個々の職員への目標設定についての助言や、目標の達成度の評価が行われています。
・横浜市に長期就労している職員が多く、ほとんどの研修を受講していますが、研修を担当する園長、主任が職員から受講希望を聴き、市や区主催の研修への参加の計画を作成しています。また、研修報告会を行い、研修内容の検討を行っています。園長は個々の職員との面談で、職員の研修手帳を確認しながら次の計画への助言を行っています。
・福祉員、アルバイト共に園内研修や外部研修を受けるよう配慮されています。研修に参加できなかったアルバイト職員に対しては、担当職員が必要に応じてその内容を伝え、資質向上を図っています。

・今年度作成した「保育士の自己評価」チェックシートを活用し、保育士一人ひとりが自己評価を基に次年度の課題を立て、資質向上に取り組んでいます。
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